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異常気象時における輸送の安全確保について①
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台風等異常気象時において、トラック運送事業者が輸送の安全を確保することが困難な状況下で荷主
が輸送を強要し、トラックが横転や水没するような事態が生じていることから、(公社)全日本トラック
協会からの要請を受け、令和２年２月２８日付けで通達を発出。

台風等の異常気象時における輸送の目安の設定

気象庁が作成する風速や雨量により車両等へ与える影響度合いを示す資料等を基に、気象状況
に応じた輸送可否の判断を行うための目安の提示、また、荷主団体に対して、輸送の安全の確
保が困難な状況下での輸送依頼を抑制するよう、傘下会員への周知を依頼したもの。

大雪等の異常気象時における荷主への周知について

異常気象等を理由に貨物運送の運行の運行経路の変更や運行中止等を行う場合には荷主の理解が不可
欠であることから、荷主所管省庁である経済産業省や農林水産省と連携し、荷主に対して情報の周知や
要請を実施。

季節的な周知・要請
降積雪期や出水期を迎える前に、降積雪期等における注意事項に関する文書を発出。

緊急的な周知・要請
①大雪や大雨などの予報・警報を超える異常気象の予測に基づき気象庁が緊急発表を行う場合

や、高速道路・幹線国道の通行止め情報などを事前に入手した場合には、関係省庁を経由し
て荷主団体等へ情報提供を実施するとともに、運行経路の変更、運行の中止等を認めるなど
柔軟な対応を 要請。

②予め運送に支障を来すことが予想される場合には、在庫の積み増しや、運行可能域内での物
資の融通を行うよう要請。



異常気象時における輸送の安全確保について②

全日本トラック協会ホームページにて「雪道対策」を掲載
（https://jta.or.jp/member/anzen/snow.html）
全日本トラック協会のホームページにて「トラックステーションなどドライバー向け施設情報」を掲載

（https://jta.or.jp/member/bath.html）
全日本トラック協会のホームページにて「気象・道路交通情報」を掲載

（https://jta.or.jp/member/kotsujyoho.html）
国土交通省 冬の道路情報 公式サイト

（ https://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/yukinavi/）

雪道対策等のホームページ

各関係省庁連盟による要請

令和３年１月 国土交通省本省、農林水産省本省及び経済産業省本省の連盟で荷主団体あてに要請文
書を発出。
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「ホワイト物流」推進運動

これまで、各種セミナー等において周知を行ってきたが、今後もセミナー等の開催を通じて、参画を
呼びかけていくこととする。

令和８年１月２８日 国土交通省において、３月～４月期における引越の分散化について周知

令和８年１月１９日、令和８年２月２５日に国土交通本省によるｗｅｂセミナー開催
書面化義務・特定荷主制度・物流統括管理者選任など 2024 年改正のポイントと、企業の取組

事例等を解説。
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○「ホワイト物流」推進運動参画企業数

神奈川県内の企業では１１１社が自主行動宣言を提出（令和８年１月現在）

「ホワイト物流」推進についての取組み

「ホワイト物流」推進運動とは

深刻化が続くトラック運転者不足に対応し、国民生活や産業活動に必要な物流を安定的に確保すると
ともに、経済の成長に寄与することを目的に、次の点に取組む運動。（平成30年より実施）

① トラック輸送の生産性の向上・物流
の効率化

② 女性や60代以上の運転者等も働き
やすいより「ホワイト」な労働環境
の実現



「加工食品、飲料・酒」「建設資材」「紙・パルプ」物流ガイドライン
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取引環境と長時間労働の改善のため、荷主と運送事業者の協力は、中央及び47都道府県での
「トラック輸送に輸送における取引環境・労働時間改善協議会」を中心に、輸送品目別実証事業
によって加速させてきたところであり、今後も引き続きガイドラインの周知を行っていく。



「加工食品、飲料・酒」「建設資材」「紙・パルプ」物流ガイドライン

各ガイドラインの概要



厚生労働省と連携し、ハローワークにおける求人票への認証マークの
表示や、認証事業者と求職者のマッチング支援を実施。

求人エージェント等の認定推進機関の協力を得て、「求人サイトに認証
事業者の特集ページの掲載」、「設備改修工事の料金割引」等も実施中。

「二つ星」・「三つ星」の認証事業者のうち、対面での審査を行った営業
所については、長期間、監査を実施していないことを端緒とした監査の
対象から除外することが可能。

（正式名称：「運転者職場環境良好度認証制度」）

認証実施団体の「一般財団法人日本海事協会（Ｃｌａｓｓ
NK）」が受付、審査及び認証手続きを実施。

※提出方法や費用等につきましては下記ＵＲＬをご参照ください。

https://www.untenshashokuba.go.jp/for-acquisitions

評価制度の創設により、職場環境改善に向けた各事業者の取組を「見える化」。
求職者のイメージ刷新を図り、運転者への就職を促す。また、更なる改善取組を促すことで、より
働きやすい労働環境の実現や安定的な人材の確保を図る。
認証を取得した事業者のより高い水準への移行を促すため、これまでの「一つ星」・「二つ星」に
加えて令和５年度から新たに「三つ星」の申請を受け付ける。

Ａ：法令遵守等、 Ｂ：労働時間・休日、Ｃ：心身の健康、
Ｄ：安心・安定、Ｅ：多様な人材の確保・育成、
Ｆ：自主性・先進性等
の６分野についての取組要件を満たしていること。
※ Ｆは「二つ星」・「三つ星」のみ。「一つ星」では参考点として点数化。
※ 「三つ星」においては、Ｂ、Ｃ、Ｅについて認証項目を追加。

「三つ星」においては、Ａ～Ｆの認証項目に加え、
働きやすい職場実現のための方針、課題、目標、改善
に向けた行動計画、体制整備などの記載欄を設け、
事業者の改善に向けたPDCAが適切に回っているか
についても審査。

自動車運送事業のための 「働きやすい職場認証制度」 の概要

１．認証の審査要件

２．申請方法

４．スケジュール

３．認証事業者数 令和８年２月１日現在

５．認証取得によるインセンティブ

2025年4月1日より通年申請受付

認証マーク

一つ星 二つ星 三つ星

トラック事業者 2,722社（一つ星 1,610社、二つ星 1,058社、三つ星、54社）

バス(貸切･乗合)事業者 494社（一つ星 309社、二つ星 175社 三つ星、10社）

タクシー事業者 1,240社（一つ星 809社、二つ星 411社 三つ星、20社）

合 計 4,456社（一つ星 2,728社、二つ星 1,644社、三つ星、84社）
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自動車運送事業のための 「働きやすい職場認証制度」 の概要
（正式名称：「運転者職場環境良好度認証制度」）
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